
（ 簡易湯沸設備）  

 

【 解説】  

本条は、 瞬間湯沸器と 称せら れる も のを 主と する 湯沸設備についての規定である 。  

 本条及び次条の湯沸設備は、貯湯部が大気に開放さ れており 、大気圧以上の圧力がかから ない構造

の設備を いう 。 なお、 簡易湯沸設備と 給湯湯沸設備の区分は、 入力が 1 2 キロ ワ ッ ト 以下の湯沸設備

を 簡易湯沸設備と し 、 入力が 1 2 キロ ワ ッ ト を 超える 湯沸設備を 給湯湯沸設備と し て区別し ている 。 

 

 

１  湯沸器の種類 

 

   

図８ －１  簡易湯沸設備の構造と 各部の名称 

 

 

第８ 条 簡易湯沸設備の位置、 構造及び管理の基準については、 第３ 条（ 第１ 項第６ 号及び第 1 0

号から 第 1 5 号ま で、 第２ 項第５ 号並びに第３ 項を 除く 。） の規定を 準用する 。（ う ）（ か）（ け）

（ ひ）  

 

排気口 防熱フ ード  

熱交換器 

 

熱交換器つま り 検出器 

メ ーン バーナ 

 

熱電対 

 

水圧自動ガス 弁 

パイ ロ ッ ト バーナの消火と

換気不足を 検出する 。  

 

パイ ロ ッ ト バーナ 

（ たね火）  

水が流れた と き にメ ー

ンバーナにガス を 流す 

器具せん 

ゴ ム 管口 

（ ガス 接続口）  

給水接続口 
 

（ 水フ ィ ルタ ー付き ） 出湯管取付口 
電池ケ ース  

出湯管 

水せんボタ ン  

消火ボタ ン  

点火ボタ ン  

のぞき 窓 

前板 後板 

給気口 

銘板 

能力切替つま み 

ガ ス 量を 加減し て 湯温

を 調節する  

湯温調節つま み 

水抜き せん 

水量を 加減し て 湯温を

調節する  

 

パイ ロ ッ ト 掃除つま み 

出湯管 サーモテープ 
（ 色で温度を 知ら せる ）  

キッ チン シャ ワ ー切替ス イ ッ チ 



 

図８ －２  ガス 瞬間湯沸器の作動原理の例 

① 元止め式 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

先止め式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  簡易湯沸設備の建築物等及び可燃性の物品から の離隔距離は、 表８ －１ によ る こ と 。  

  ただし 、 簡易湯沸設備が、（ 一財） 日本ガス 機器検査協会又は（ 一財） 日本燃焼機器検査協会が

定めた防火性能基準に適合し たも のについては、防火性能が確保さ れ、安全性の高いも のと なっ て

いる こ と から 、当該設備等に貼付さ れている いずれかの協会名の認証ラ ベルに記載の離隔距離と し

て差し 支えない。  
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表８ －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 離隔距離（ 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

 入力 上方 側方 前方 後方 

簡
易
湯
沸
設
備 

気
体
燃
料 

不
燃
以
外 

開
放
式 

常
圧
貯
蔵
型 

フ ード を 付けない場合 7 キロ ワ ッ ト 以下 4 0  4 .5  4 .5  4 .5  

フ ード を 付ける 場合 7 キロ ワ ッ ト 以下 1 5  4 .5  4 .5  4 .5  

瞬
間
型 

フ ード を 付けない場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 4 0  4 .5  4 .5  4 .5  

フ ード を 付ける 場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 5  4 .5  4 .5  4 .5  

半密閉式 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 - 4 .5  4 .5  4 .5  

密
閉
式 

常圧貯蔵型 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  4 .5  4 .5  

瞬
間
型 

調理台型 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 - 0  - 0  

壁掛け型・ 据置型 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  4 .5  4 .5  

屋
外
用 

フ ード を 付けない場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 6 0  1 5  1 5  1 5  

フ ード を 付ける 場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 5  1 5  1 5  1 5  

不
燃 

開
放
式 

常
圧
貯
蔵
型 

フ ード を 付けない場合 7 キロ ワ ッ ト 以下 3 0  4 .5  - 4 .5  

フ ード を 付ける 場合 7 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  4 .5  - 4 .5  

瞬
間
型 

フ ード を 付けない場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 3 0  4 .5  - 4 .5  

フ ード を 付ける 場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  4 .5  - 4 .5  

半密閉式 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 - 4 .5  - 4 .5  

密
閉
式 

常圧貯蔵型 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  - 4 .5  

瞬
間
型 

調理台型 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 - 0  - 0  

壁掛け型・ 据置型 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 4 .5  4 .5  - 4 .5  

屋
外
用 

フ ード を 付けない場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 3 0  4 .5  - 4 .5  

フ ード を 付ける 場合 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 1 0  4 .5  - 4 .5  

液
体
燃
料 

不燃以外 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 4 0  4 .5  1 5  4 .5  

不燃 1 2 キロ ワ ッ ト 以下 2 0  1 .5  - 1 .5  



＜設置例＞ 

図８ －３  簡易湯沸設備（ 気体燃料を 使用する も の） と 建築物等の離隔距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）（（  ） 内は、

不燃材料で有効に仕上げを し た建築物等の部分又は防熱板であ る 場合の離隔距離を 示す。

以下同じ 。  

 

① 開放式・ 常圧貯蔵型（ ７ キロ ワ ッ ト 以下）  
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フ ード を つけない場合 フ ード を つける 場合 

 

 

 

 

 

※（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  
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② 開放式・ 瞬間型（ 1 2 キロ ワ ッ ト 以下）  

 

③ 半密閉式（ 1 2 キロ ワ ッ ト 以下）  
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※（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  
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④ 密閉式・ 瞬間型（ 1 2 キロ ワ ッ ト 以下で調理台型）  
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⑤ 密閉式・ 瞬間型（ 1 2 キロ ワ ッ ト 以下で壁掛け型）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 密閉式・ 瞬間型（ 1 2 キロ ワ ッ ト 以下で据置型）  
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⑦ 屋外用（ 1 2 キロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

図８ －４  簡易湯沸設備（ 液体燃料を 使用する も の） と 建築物等の離隔距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

 

① 壁掛型 
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※（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  
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② 据置型 

 

３  本条について 

第３ 条の炉の位置、 構造及び管理についての規定が、 同条第１ 項第６ 号及び第 1 0 号から 第 1 5

号ま で、 第２ 項第５ 号並びに第３ 項を 除いて、 簡易湯沸設備に準用さ れる こ と を 規定し ている 。 こ

のう ち、 第３ 条第１ 項第 1 8 号の規定の準用については、 内部の燃焼状況が見える よ う にする こ と

は必要である が、配管については、熱の伝導その他によ る 火災危険のおそれのない場合においては、

必ずし も 金属管によ る こ と を 要し ない。  
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（ 注）（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた寸法を 示す。 Ａ 寸法は、 基準では 4 5 ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ以上と 規定し て

いる が、 煙突と 可燃物と の離隔距離でも 規制さ れる 。  
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